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【註とは】 

註、あるいは注釈は本文に対する補足や解説の部分であ

り、ページの下部や本文が終わった後のスペースで載せる

のが一般的です。註と参考文献を分けて記述する場合もあ

れば、補足・解説内容と引用文献をすべて註で示す場合も

あります。註の書き方については、分野によって書式が異

なる場合があり、また学会誌によって細かく規定される場

合が多いです。 

【註の書き方】 

分野によって註の書き方は様々ですが、基本的に必要な

情報は類似しています。一般的に引用の雑誌・書籍名、発

行・出版年、出版社・発行元、引用頁などが挙げられます。 

引用の出所を示す註を書く際に最も基本的な原則の 1つ

は、自分の文章の中で書き方を統一することだと思います。

予め規定された場合ではそれに従い、規定されていない場

合は自身や読み手が読みやすいようにし、統一すれば大丈

夫です。 

以下は筆者が属している学会で使われている註の書き

方 1)を参照し、いくつか表記の規則を示します。 

① 和文論文の場合

著者名「論文名」『雑誌名』巻号等，発行年，参照・

引用頁.

② 和文単著の場合

著者名『書名』出版社名，発行年，参照・引用頁.

③ 翻訳書の場合

原著者姓(姓名原語表記)，訳者名『書名』出版社名，

発行年，参照・引用頁.

④ 直後に重複出現する場合、同一著者による前掲文献

が複数ある場合

同上，引用頁

著者名，前掲，註○

 

 

 

 

⑤ オンライン情報の表記

著者名，記事等の表題・出版年等，サイト名，最終

アクセス・閲覧年月日

【おわりに】 

最後になりますが、本学附属図書館のデータベースリス

トは、各分野の学術論文、週刊誌、一般雑誌記事などの資

料タイプがわかる一覧表になっています。ぜひ自身の学問

分野に沿ったデータベースを選んで、調べたいキーワード

を入れながら検索してみてくださいね！ 
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レポート・論文の書き方
～引用・註の書き方編 その参～ 

今回は引用の出所を示す註の書き方について話をしたいと思います。 

1) 美術科教育学会，「投稿論文作成の手引き 2020年 6月 1日改訂版.pdf」，

http://www.artedu.jp/lonbun/?action=common_download_main&upload_id=626(最終閲覧日：2020年 6月 30日)

筑波大学附属図書館 データベースリスト

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/database/database_category_ja.html

書き方の規定がない場合、代表的な書き方を
参考にするのもよい方法です。 
Prism No.97で詳しく紹介しています！ 

Prism No.97 
「引用文献・参考文献をきちんと書こう」 
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/sit
es/default/files/attach/Prism_no.97.pdf 
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